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平成２４年１月１６日  
学校評価委員会（全日制課程） 

             平成２３年度 学校評価一覧シート（中間評価） 
 
Ｎｏ 担当 重点目標 具体的方策 評価基準 中間評価 課題、反省、意見 等 
 
１ 
 

 
総 
 
務 
 
部 
 

ア 学校と家庭の連携
と情報の共有化 

 
イ 地域から信頼され
る学校づくり 

 
ウ 会議を含めた学校
行事の効率化 

・様々な学校での教育活動に対し
て、保護者の立場に立った視点
や意見を素直に受け止め、対応
可能なことから反映させる。 
・ＰＴＡの諸活動（懇談会、講演
会、研修見学会、高等学校ＰＴ
Ａ連合会主催の各大会等）を通
して保護者と連携を深めると
同時に、地域にアピールできる
場面を充実させる。 
・学校行事の計画的な立案を進
める。 

・保護者から学校に対する様々な意
見を聞くことができたか。 
 
 
・ＰＴＡの諸活動を通して学校の教
育活動をアピールできたか。 
 
 

・ＰＴＡ役員、委員より生徒の状況や学校に対
する思いをある程度は聞くことができてい
る。 
・学校での保護者と係わる行事(懇談会、体育
祭、文化祭等)は結構設定されており、これ
らを通して一部の保護者へは十分アピール
されているが、なかなか全体に広がらない。 
・年度当初の課題である保護者向けの緊急時一
斉メール配信について具体的に進める。 
・防災に対する職員の意識向上が必要であり、
特に防災訓練の在り方について実施時期も
含めて検討していく。 

 

 
２ 
 
 
 

 
教 
 
務 
 
部 
 

ア 「わかりやすく、
興味の湧く授業」を
目指した各教科・科
目内容における基
礎・基本の徹底 

 
イ 授業規律の確立と
学習環境の向上 

・教員の研修を充実させ、授業参
観を活発にし、わかりやすい授
業展開を工夫する。 
・各教科・科目における基礎的、
基本的分野を絞込み、継続した
学習指導を心掛ける。朝学習を、
学年会を中心に実施し、学ぶ意
欲を高めさせる。 
・授業規律の確立に向けて教職員
相互で共通認識を持ち、教科・
学科の枠を超えてよりよい学習
環境作りを組織的に推進する。 

・授業参観が活発に行われたか。 
 
 
・習熟度別学習を始め、各授業で
基礎基本に重点を置いた指導が
なされたか。朝学習の取組状況
は良かったか。 
 
・教職員同士の意思疎通が図られ
て、連携した生徒指導ができて
いるか。 

・朝礼時の連絡黒板を利用することで参観者が
増加し、指導助言が行われた。 
 
・習熟度別学習で小人数学習を行っているが、
継続した指導が必要である。 
朝学習の充実により、基礎基本が徹底できた
。 
 
 
・生徒情報交換を該当クラスだけでなく、職員
会議や成績会議で行うことにより教職員相
互の共通認識が高まり連携した生徒指導が
できつつある。 

・今年度 
教務内規の整備 
新教育課程編成 
長期休業中の課題指導 
入試業務 

 
・来年度へ向けて 
授業時数確保 
時間割編成 

 
３ 
 

 
生 
活 
指 
導 
部 
 

ア 適切な言葉遣いの
励行 

 
 
イ 適正な身だしなみ
の習慣化 

 
 
ウ 時間厳守の精神の
涵養 

・日常の挨拶や職員室の入退室に
おける適切な所作を具体的に伝
達する。 
・シャツの第一ボタンを外すこ
と、男子生徒がズボンを下げて
はくこと、および女子生徒がス
カートを短くすることをこまめ
に指導する。 
・遅刻防止を呼びかけ、遅刻多回
者への段階的な個別指導を充実
させる。また、授業の始業時間
を厳守させる。 

・学校職員や外来者に対して、生
徒が自発的に挨拶をしている。 
 
・制服の適切な着こなしが、生徒
集団の常識となっている。 
 
 
 
・遅刻数を半減させる。 
（前年の全校生徒に対する比率
2.37） 

・外来者に対するあいさつが意識されていない
。職員側の指導意識を充実させる必要を認め
る。 
・生徒を個別に指導する場面で、教師が生徒の
身だしなみの乱れを放置している場面を見
かける。職員集団に時節に応じた情報を提供
し、指導しやすい体制作りを工夫する必要を
認める。 
・前年度に比べて大幅に減少しているが、今後
、就職試験後の３年生の生活を充実させるこ
とが重要と考える。 

・他人に対する挨拶の習慣が根
付いているとは言い難い。自
発的に挨拶ができるように
繰り返し働き掛けたい。 
・生徒の服装の乱れに全職員が
対応できるように、教員の意
識を高めたい。 
・特定の生徒の遅刻が目立つ
為、常習生徒の指導を工夫し
たい。 
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４ 
 
 
 

 
生 
徒 
会 
部 
 

ア 学校行事や部活動
の充実 

 
 
 
イ 自発的・自治的な
活動による学校の
活性化 

 

・生徒会行事や部活動が円滑に行
えるように、規則を守り、各自
の役割を責任を持って行うだけ
でなく、他者に対して配慮がで
きるようにする。 
・生徒会機関誌を利用し、全校生
徒に部活動の活躍ぶりを広報し
、生徒自身の活躍を意識させる。 
・生徒自らが生徒会活動の企画・
運営に積極的に参加し、自発的
な活動が展開できるようにする
。 

・規則を守り円滑に活動できたか。
また、責任を持って、役割を果
たせたか。 
 
 
・部活動成績を収集し、広報でき
たか。 
 
・積極的に参加し、自発的な活動
ができたか。 

・体育祭や文化祭などにおける規則を、生徒は
十分意識して守っていた。応援の練習も度々
休憩を入れ、保健室利用者を大幅に減少させ
る事ができた。 
・県大会へ出場できた部が少ないこともあり、
余り広報できなかった。大会成績に拠らない
活躍の情報収集を検討する。 
・生徒自身が主役であることを話し、意識は高
かった。しかし、検討や決定などに時間が掛
かり、行動力に欠け、スケジュールは遅れて
しまった。 

 

 
５ 
 
 
 
 
 

 
工 
 
務 
 
部 
 

ア 資格取得の推進 
・技術検定 
・技術顕彰 
・国家資格取得 

 
 
・ジュニアマイスタ
ー顕彰の取得 

 
 
イ 競技大会・コンク
ールへの挑戦 
・全国大会 
・全国コンクール 

・愛知県技術検定制度、愛知県技
術顕彰制度の啓発活動を行い、
計算技術検定、情報技術検定、
危険物取扱者など3ポイント以
上の資格を取得させる。 
・専門学科で必要とする国家資格
取得の啓発活動を行い、資格を
取得させる。 
・ジュニアマイスター顕彰制度の
啓発活動を行う。また、資格デ
ータを活用し、シルバー、ゴー
ルド、特別表彰受賞候補者に顕
彰申請の方法を紹介する。 
・総合競技大会やロボット競技大
会など啓発活動を行い、県大会
で上位入賞を目指し、東海大会、
全国大会へ挑戦する。 
・各種団体が主催するコンクール
に参加し、上位入賞を目指し、
全国コンクールに挑戦する。 

・愛知県技術検定制度、愛知県技
術顕彰制度の啓発活動を行い、
計算技術検定、情報技術検定、
リスニング英語検定、危険物取
扱者など 3 ポイント以上の資格
を取得できたか。 
 
 
・ジュニアマイスター顕彰制度の
啓発活動を行う。また、資格デ
ータを活用し、シルバー、ゴー
ルド受賞候補者に顕彰申請の方
法を紹介できたか。 
・総合競技大会、ソーラーカー・
エコカーレース、ロボット競技
大会、デザインコンテストなど
啓発活動を行い、上位入賞を目
指し、全国大会へ挑戦できたか。 
 

・愛知県技術検定制度の計算技術検定など多く
の生徒が資格取得した。特にリスニング英語
検定試験導入２年目で検定試験として定着
ができた。 
・愛知県技術顕彰制度の前期に 41 名申請して
愛知県技術顕彰を取得した。 
・資格データを活用し、シルバー12名、ゴール
ド3名の生徒が資格取得した。 
・第 26 回全国高等学校インテリアデザイン展
において、最優秀学校賞および文部科学大臣
賞を受賞するなど、3連覇を果たした。 

 

 
６ 
 
 
 

 
進 
路 
指 
導 
部 

ア 各学年に応じた計
画的な進路指導の
充実 

 
 
 
イ キャリア教育の充
実 

 
 
ウ 進学指導の強化 
 

・担任面接を実施し、早期に進路
意識を持たせ、担任・学科との
連携を図る。 
・ 就職試験や大学推薦試験等の
面接指導を８月は学科中心に、
９月は全職員により実施し、面
接指導の強化をはかる。 
・キャリア教育を学校全体として
、あるいは学科毎にその特色を
生かしたインターンシップや会
社見学を企画し、社会人として
の勤労意識を高める。 
・進路関係のＬＴを充実させ、個
別の相談を学科・担任・進路指

・就職・進学のための面接指導を
実施し、生徒に進路意識を持た
せることができたか。 
 
 
 
 
・キャリア教育の観点から就職・
進学相談が充実していたか。 
 
 
 
・３年生に対する進路指導が充実
していたか。 

・各学期はじめに面接週間を実施した。また、
3 年生は計画通りに、夏期休業中に学科中心
の面接指導を実施し、９月に全職員による、
就職・進学のための面接指導を実施した。進
路先決定のための意識向上になった。 
・進学希望者には大学説明会やオープンキャン
パスに参加するよう促した。また、進学説明
会や指定校推薦者の校長指導を実施した。 
・２年生の４２名が２１社の企業にインターン
シップを実施した。 
・７月に担任、学科と連携を図り、保護者会等
で３年生の最終進路決定を実施した。 
・３年生の進路模擬試験、職業ガイダンス、進
路指導懇談会、応募前職場見学等で意識を高
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導部と協力して実施する。 
・早い学年からの進学説明会を開
き準備をさせる。また、校外で
の説明会やオープンキャンパス
に参加させる。 
・進学模試・公務員模試などに積
極的に生徒を参加させる。 

 めた。 
 

 
７ 
 

 
保 
 
健 
 
部 
 

ア 保健管理の徹底 
 
 
 
 
イ 保健指導の充実 
 
 

・生徒、職員の健康の保持増進を
図るとともに安全で健康な学習
生活のできる環境の整備に努め
る。 
・救急処置については、引き続き
計画・連絡・機材の整備に努め
る。 
・生徒一人一人の心と体の健康の
保持・増進を図るために、年間
を通して総合的な保健計画を作
成し、保健教育・保健管理の充
実を図る。 
・体の健康については、“保健だ
より”を通して、季節に対応し
た対処の方法等を働きかけ、健
康に対する意識を高める。 
・ゴミの適正処理および、環境衛
生検査の徹底等、学校環境衛生
の適切な維持・改善に努める。・
保健管理の徹底 

・安全で健康的な学習生活のでき
る環境整備に努めることができ
たか。 
・救急処置について計画・連絡・
機材の整備を図ることができた
か。 
・保健教育、保健管理の充実を図
ることができたか。 
・体の健康について行動化・実践
化を図る健康教育を展開できた
か。 
・学校環境衛生の適切な維持改善
に努めることができたか。 
 

・学校自体の老朽化に伴う危険箇所をまだ十分
に整備依頼できていない。 
・本年度は９月に心配蘇生法（AEDの使い方等）
の講習を行い、ほぼ全員に徹底できた。また、
課題であったPTAの皆様にも参加していただ
くことができた。AED については、新たに１
台購入していただき、定時棟と体育館に分け
て設置してある。 
・インフルエンザの予防接種（職員向け）につ
いては、今年度も 11 月に実施し、定着して
きた。 
・毎月出している“保健だより”を通して、そ
の季節にマッチした情報を提供できている。 
・ゴミの分別については、美化委員の協力を得
てチェックならびに分別活動をおこなってい
る。ただ、ゴミの持ち帰りについては、徹底
を欠いている。 
 

 

 
８ 
 

 
教 
育 
相 
談 
部 
 

ア 教育相談と特別支
援教育の充実 

 
イ 校内、校外の連携
と迅速な対応 

 

・「相談室だより」により、生徒
の心の健康のため、校内外連携
を迅速に図り対応する。 
・教育相談部と養護教諭、スクー
ルカウンセラー、担任の聴力に
より相談活を充実する。 
・特別な支援教育について全教職
員の理解と協力体制をつくり、
必要な支援を行う。 
 

・心の健康について行動化・実践
化を図る教育相談を展開できた
か。 
 
･スクールカウンセラーに繋ぐこ
とができたか。 
 
･外部機関に繋ぎ、連携はできたか
。 
 
・特別な支援教育の校内体制が整
備でき、援助できたか。 

・「相談室だより」を毎月して、生徒への情報
発信することができた。 
 
･スクールカウンセラーと生徒、保護者、担任
が面接し、相談して対応することができた。 
 
・保護者と本人に適切な説明をして、納得して
クリニックに受診してもらい、学校として医
者の指導を受けて、その後の対応ができた。  
 
・特別な支援教育の校内体制整備のための研修
勉強会を行うことができた。 
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９ 
 
 

 
図 
書 
部 

ア 図書館の活性化お
よび生徒の図書館
利用の促進 

 
 
 
イ 視聴覚行事による
文化的体験と情操
の育成 

・毎月、図書館だよりを発行し、
新刊図書の情報や図書館展示の
広報に努める。 
・１年入学時に図書館オリエンテ
ーションを実施する。 
 
・演劇･音楽･古典芸能の三つのジ
ャンルを３年間のローテーショ
ンで実施する。 

・毎月図書館だよりを発行するこ
とができたか。 
・新刊図書の情報や、図書館展示
の広報に努めることができた
か。 
・計画どおり各クラス実施できた
か。 
・図書館の利用方法を伝えること
ができたか｡ 
・生徒の興味を引き、作品として
優れたものであるか。 

・図書館だよりを毎月発行し、生徒に図書に関
する多くの情報を伝えることができた。 
 
 
・１年生へのオリエンテーションにより本校図
書館の利用方法を周知させることができた。
(改善点→貸出本の紛失･汚損は弁償となる
旨を周知徹底する。) 
・生徒にとって意義のある、質の高い作品(公
演)が選定できた。 

 

 
10 
 
 
 
 
 
 

 
電 
子 
機 
械 
科 
 
 

ア 基本的生活習慣の
確立 

 
 
 
 
 
 
イ ものづくり教育と
資格取得 

 
 
 

・遅刻、欠席、早退を撲滅させ、
挨拶、望ましい言葉遣いを励行
させる。 
・頭髪、服装など身だしなみにつ
いても職員全員で指導する。 
・授業を大切にし、理解できない
生徒を補習などで個別指導を行
う。 
・ものづくりのむずかしさや大切
さを理解させる。 
・実習、課題研究、研究部でのも
のづくり教育の推進を図る。 
・在学中に取得できる資格に積極
的に参加させ、合格を図る。 
・技能士など高度な国家資格へも
挑戦させる。 

・基本的生活習慣は身に付いたか。 
 
 
 
 
・授業を大切にしているか。 
 
 
・ものづくりに関して興味をもつ
ことができたか。 
 
・資格取得等を積極的に取り組め
たか。 

・遅刻回数の多い生徒に対して担 
・身だしなみ科指導を必ず実施して 
 職員一同で指導にあたっている。 
 
 
・全員の生徒に対して取り組んではいるが、興
味のある・なしの生徒に対して指導に苦労し
ている。 
 
 
 
・資格試験の前に補習を実施して合格者を増や
している。 
 

・服装の正しい着こなし方、言
葉遣い等、就職試験で生徒が
困らなくて済むよう日頃から
身に付けさせたい。 
・適切な進路指導の在り方を模
索している。 
・外部に対してのアピールする
方法はないか。 
・職員間での技術・技能の伝承
をする講習を行えないか。 
 

 
11 

 
電 
 
気 
 
科 
 

ア 基本的生活習慣の
確立 

 
 
 
イ 資格取得指導の充
実 

・授業開始における生徒の身だし
なみを確認し、不備がある生徒
には、その都度改めるよう指導
する。 
・遅刻防止の指導や、授業開始の
時間を厳格にするなど、時間を
守ることの大切さを指導する。 
・２年生での第二種電気工事士の
合格率 80％を目指す。(卒業時
全員取得を目標とする)第二種
電気工事士取得をステップとし
、より高度で専門性の高い資格
への足がかりとする。 

・全員の身だしなみを確認し、不
備のある生徒には、改めるよう
注意できたか。 
 
・時間を守らせることができたか。 
 
 
・資格取得指導の効果が上がった
か。 

・職員の共通理解はあるものの、指導に温度差
があるため、職員により一層の努力が必要で
ある。 
・昨年度に比べ遅刻数は減少し、ある程度評価
できると思われるが、継続して指導していく
必要がある。 
 
・２年生の筆記試験合格率86.3％、技能試験合
格率 76.2％で総合合格率 65.8％と目標を達
成することができなかった。３年生は総合合
格率 78.9％で生徒の取得率は 75.4％となっ
た。効果的な指導法を考えていきたい。 
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情 
報 
技 
術 
科 
 

ア 基本的生活習慣の
向上 
・遅刻者数の減少 

 
 
・提出物の期限厳守 

イ ものづくり教育の
充実 

 
 
ウ 資格取得の奨励 
  
  

・遅刻、早退、欠席を減少させる
ため、前年度と同様に担任・学
科で協力して指導を行う。保護
者との連絡を密にし、家庭の理
解と協力のもと徹底した指導を
する。 
・提出物の期限を厳守できるよう
にする。 
・各種競技会・ｺﾝﾃｽﾄを目標に、
課題研究や研究部での活動を中
心に、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ,ものづくり教
育の推進を図る。 
・電気･通信･情報技術系の資格取
得にあわせた授業展開と補習を
実施する。 
･各自の資格取得計画書を作成す
ることで、卒業時までに進路に
合わせた資格を計画的に取得さ
せる。 

・遅刻指導において担任・学科・
家庭の連携指導ができたか。 
 
 
 
・指導の成果が授業規律の向上に
結びついたか。 
 
・競技会、コンテストの参加状況
および結果はどうであったか。 
 
・目標としている資格試験で結果
を残せたか。 

・全学年においてほぼ、家庭の協力を得ながら
指導を実施できている。遅刻数も昨年度に比
べ、かなり減少傾向にあるが2年の一部の生
徒で保護者との連絡がつかず遅刻や欠席が
増加している。 
・提出物は昨年度より改善されたが、一部の生
徒で遅れる生徒がおり、更なる働きかけの必
要を感ずる。 
・IT選手権，WROレゴロボットコンテストは特
に成果は出なかったが、電子機器組立て競技
で個人6位、ウェブデザイン技能競技会で全
国大会に出場し敢闘賞を取得できた。 

・ITパスポート試験に9名,工事担任者DD三種
に2名,第二種電気工事士に13名取得できた
。 

 
 
 
 
 

 
13 
 
 
 

 
建 
 
設 
 
科 

ア 運動部への登録の
奨励 

 
 
 
イ 進路希望に応じた
コース選択 

 
 

・1 年生には、運動部への登録を
勧める。２年生には、継続した
活動を指導し、３年生では３年
間、運動部で努力した結果を残
させる。 
・１年次に、専門科目の基礎学力
の定着と進路指導をからめ、コ
ース選択に向けて努力させる。 
 

・運動部への参加者を増やせたか。 
 
 
 
 
・自分の進路を考えさせ専門科目
の学習に取り組ませることがで
きたか。 

・２年生では部長、副部長を務める生徒が複数
おり、各学年とも運動部への参加が例年より
増加している。 
 
 
・専門科目の時間に、建設系の進路の話をする
など、コース選択に向けて取り組んでいる。 

改善点 
・バスケットボール部、野球部、
弓道部、ソフトテニス部、陸上
競技部、ブラスバンド部の部長
または副部長を建設科の生徒
が務めているので、先輩が後輩
に部活動の継続を呼びかける
など、生徒間の交流を大切にし
ていきたい。 
・現場見学や左官実習など、教
科書を離れた部分で建設系の
仕事に触れることで、自分の進
路を考えさせる機会を増やし、
建設科の目標とする技術者・職
人の育成を目指したい。 

 
14 
 
 
 
 
 

 
化 
学 
工 
業 
科 
 

ア 基本的生活習慣の
向上と規範意識の
確立 

 
 
 
 
 
 
イ 信頼と魅力ある学
科づくり 

 

・何事にも担任・学科が協力して
指導していく。また、保護者と
の連絡を密にして、家庭との協
力体制を確立する。 
・あいさつ、言葉遣いの指導に力
を入れ、望ましい社会性を養い、
よい授業規律になるよう徹底す
る｡ 
・規則正しい生活を確立し、欠席
、遅刻、早退をなくす｡ 
・基礎、基本をおろそかにせず、
魅力ある授業、実験実習になる

・協力して指導できているか。 
 
 
 
・意識は高まったか 
・授業規律は向上したか 
 
 
・欠席、遅刻、早退は減少したか 
 
・基礎学力は定着しているか 
 

・科会において、定期的に各クラスの状況およ
び個別指導について、担任との連絡、協力が
できている。 
・職員室の入退室時のあいさつはできているが
、言葉遣いや授業態度は一部意識の欠ける生
徒がいる。 
・全体としては、欠席、遅刻、早退ともに減少
しているが、一部欠席遅刻の多い生徒がいる
。 
・基礎学力がなかなか定着しない。粘り強く指
導していきたい。 
・難易度の高い資格に挑戦し、合格する生徒が

・総合競技大会化学分析部門で
個人２位、個人３位。団体優
勝(６年連続) 
・高等学校エコカーレース総合
大会燃料電池車部門で準優
勝、ワールドエコノムーブ燃
料電池部門で第３位に入賞し
た。 
・資格取得においては、今年度
も良好な成績を修めることが
できた。第１学年計算技術検
定３級は４年連続で受験者全
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よう努める｡ 
・資格取得を奨励し、合格率の向
上を目指す｡ 
・エコカーの各種競技会や総合競
技会、ものづくりコンテストな
どの参加をとおして、知識・技
能の伝承を図る｡ 
・堀川エコロボットコンテスト
や、ゆうわフェスタ、青少年の
ための科学への祭典、技能プラ
ザ、陶のあかり路などをとおし
て、地域社会とのかかわりを図
り、よりいっそうPR活動に努め
る。 

・資格取得の意識・内容が向上し
ているか 
 
・知識・技能が伝承できたか 
 
 
 
・イベントに参加し、PRできたか。 

増えてきている。 
・エコカーや分析競技では、毎日遅くまで製作
、練習する姿が見られ、生徒の技能も向上し
、伝承できている。 
・堀川エコロボットコンテスト、ゆうわフェス
タ、青少年のための科学への祭典に参加して
PR活動できた。今後、陶のあかり路にも参加
する予定である。 

員合格、危険物取扱者丙種合
格率８３％など、生徒はよく
頑張っている。この後も資格
取得の試験はあるので、現在
の指導方法を継続し、努力し
ていきたい。 
・提出物の未提出・遅れの生徒
がいる。提出状況を掲示する
など、指導方法を工夫して再
提出も含めて早く提出するよ
う、生徒の意識を変える指導
が必要である。 
・考査などの結果をみても、生
徒の努力がかい見られるとこ
ろがある。教科担任とクラス
担任が協力して授業時間以外
の家庭や学校での、学習指導
が必要である。 
・他の学科より職員の人数が少
ないため、職員一人一人の校
務や生徒指導等の仕事量が
多く問題となっているので、
こうした負担を減らすため
に増員や応援などが必要で
ある。 

 
15 
 
 
 
 
 

 
デ 
ザ 
イ 
ン 
科 
 

ア 学習活動の向上 
 
 
 
イ 基本的生活習慣の
確立 

・意欲を持って取り組める魅力あ
る授業や、学力に応じわかりや
すい授業展開を工夫する。 
・授業に集中させる工夫をして、
授業内での理解や達成を目指
す。 
・学校生活にしっかりとした目的
や目標を持たせ、欠席なくし、
遅刻の撲滅を目指す。 
・授業や ST，LT 等を通して、校
則やルールを守らせ望ましい社
会性を養う。 

・生徒の実態や状況を把握し、魅
力ある授業展開ができたか。 
・個々の目標や目的を持たせ、欠
席や遅刻の数が減ったか。 
・校則やルールを守り、望ましい
社会性が身についたか。 

・夏季休業中の課題が提出できない生徒や、夏
休み後欠席や遅刻の数が増加した生徒が目
立った。 
・職員室に入室する際などの挨拶や、言葉遣い
等が徐々に正せるようになってきた。 
・コンクールやコンテストの入賞者は、昨年度
と比較して全体的に増え、今年度は２つの全
国レベルの受賞ができた。また、３年連続で
文部科学大臣賞も受賞でき、素晴らしい結果
を残すことができた。 

 

 
16 
 
 
 
 

 
１ 
 
年 
 
 

ア 学習習慣の確立  
 
 
イ 基本的生活習慣の
向上 

・朝のＳＴで、学習プリントを実施
する 
 
・「正しい言葉使い、身だしなみ、
遅刻撲滅」を重点目標に掲げ、望
ましい社会性を養い、指導の中で
約束・ルールを守ることの大切さ
を指導する。 

・朝の学習で、学習習慣が身につ
いたか。 
 
・正しい言葉使いができているか。 
・正しい身だしなみできているか。 
 
・遅刻が無くなっているか。 

・全体的には、学習意欲が出てきていると思わ
れる。 
 
・正しい言葉使い・身だしなみができていない
生徒が若干見られるが、引き続き指導してい
きたい。 
・数は減少してきているが、撲滅するまで努力
していきたい。 
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２ 
 
年 
 
 
 

ア 「挨拶」 
・望ましい人間関係
をつくる 

 
イ「掃除」 
・自分の役割を果た
す 

 
ウ「時間」 
・約束・ルールを守
る 

 

・望ましい人間関係の構築を目指
し、挨拶・礼儀作法等の指導を
日々行う。 
・自らに与えられた役割をしっか
りと果たす責任感の養成を目指
し、授業規律の確立、清掃活動
への積極的参加、体育祭・文化
祭などの学校行事への積極的参
加などを促す。高校生活におけ
る最大の学校行事である修学旅
行を成功させる。 
・身だしなみ指導、遅刻指導など
を生活指導部と連携しながら、
職員全体で行う。 

・望ましい人間関係は構築された
か。 
・授業規律は確立されたか。 
・清掃活動に積極的に参加したか。 
・学校行事に積極的に参加したか。 
・身だしなみ指導、遅刻指導など
を生活指導部と連携しながら、
職員全体で行うことができたか 
・修学旅行は成功したか。 

・望ましい人間関係の構築を目指し、担任面
接、保護者会等を積極的に実施している。 
・授業規律を乱す生徒がいまだ見られる。 
・教室等はまだ綺麗ではなく、まだまだ不十分
である。さらに校内美化に努めたい。 
・学校を担う中心学年として、体育祭などの学
校行事に積極的に参加することができた。 
・生活指導部と連携しながら、職員全体で行っ
ているが、さらに努力したい。 
・修学旅行の準備を順調に進めている。 

 

 
18 
 
 
 
 
 

 
３ 
 
年 
 
 
 

ア 社会人としての基
礎の確立 

 
 
 
 
 
 
イ 進路指導の充実 

・出欠状況の改善を図り、遅刻指
導の徹底をする。 
・授業規律を高め、基礎学力の向
上を図る。 
・清掃を徹底し、学習環境の整備
を図る。 
・進路選択について意識を高め
る。 
・社会人としてのマナーとルール
を身に付けさせる。 
・企業や大学などの進路先の情報
を充実させ、きめ細かく提供す
る。 
・履歴書、面接、作文指導を充実
させる。 

・出欠状況が良くなったか 
 
・授業規律は良くなったか 
 
・清掃の徹底ができたか 
 
・進路意識を高めることができた
か 
 
 
・情報提供ができたか 
 
 
・充実させることができたか 

・昨年度より遅刻の数は減少している。 
 
・朝学習や進路指導等で良くなっている。 
 
・一斉清掃を実施することで、習慣化されつつ
ある。 
・進路シミュレーション、模試、懇談会等で意
識を高め、同時にマナーやルールについても
指導している。 
 
・相変わらず状況は厳しいが、若干であるが一
次内定率が昨年度より向上した。 
 
・進路指導部、学科の協力により充実すること
ができた。 

 

 


